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出典 南海トラフ巨大地震の被害想定（建物被害・人的被害）（再計算）（令和元年6月）内閣府

南海トラフ地震＝超広域災害

3



4



消防、警察、自衛隊にも限界がある
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水に囲まれた
碧南市
橋・道路の被害

・職員参集
・外部からの応援
に影響あり
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公助の限界は碧南市でも起こり得る

出典 市町村のための人的応援の受入れのための受援計画策定の手引き（令和２年４月）内閣府

発災直後から
爆発的に業務が発生
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「共助」の具体例① ※南海トラフ地震等大規模地震発災時を想定。実際には前後する可能性もあります。
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「共助」の具体例② ※南海トラフ地震等大規模地震発災時を想定。実際には前後する可能性もあります。
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「共助」の具体例③ ※南海トラフ地震等大規模地震発災時を想定。実際には前後する可能性もあります。

※通電火災 電力復旧時に地震等により傷んだ配線や電気ストーブなどから出火する火災のこと。
阪神淡路大震災や東日本大震災で発生した火災の半数近くは電気に起因するものだった。
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「共助」の具体例④ ※南海トラフ地震等大規模地震発災時を想定。実際には前後する可能性もあります。
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「共助」の具体例⑤ ※南海トラフ地震等大規模地震発災時を想定。実際には前後する可能性もあります。
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安否確認は、避難が完了し、安全が確保された
後に実施しましょう。

できる範囲でご協力願います。 相談につながる
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できる範囲でご協力願います。
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地域の事情は様々です。必ず地区で実施するように要請するものではありません。
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津波浸水想定のある地区は優先的に取り組んでいただくことをおすすめします
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隣近所で安否確認をする仕組みはできていますか？
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出典 碧南市津波避難マップ（令和元年１２月）

※碧南市内では、ラミネートした表示を掲出することをルールにしている地区もあります。

20



21



22



23



警察、消防、自主防災会、民生委員、
社会福祉協議会、地域包括支援センターに渡している
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・自主防災会の中でルールを決める。
例．「避難誘導班」の人とは共有する等。

・地区内の手助けが必要な方の把握
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法49条の11第2項

法49条の13

法49条の12
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※所定の様式あり。
防災課防災計画係までご連絡ください。

※自主防災会連絡協議会開催時に御持参ください。
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※通電火災 電力復旧時に地震等により傷んだ配線や電気ストーブなどから出火する火災のこと。

阪神淡路大震災や東日本大震災で発生した火災の半数近くは電気に起因するものだった。
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自分

34.9%

家族

31.9%

友人・隣人

28.1%

通行人

2.6%

救助隊

1.7%

その他

0.9%

出典
「1995年兵庫県南部地震における火災に関する
調査報告書」、日本火災学会

生き埋めや閉じ込められた際の救助主体（阪神・淡路大震災）
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https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/
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https://www.pref.aichi.jp/soshiki/bosai/yasashiikateihen.html
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